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世
界
病
者
の
日　

２
月
11
日

　

病
者
が
ふ
さ
わ
し
い
援
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
苦
し
ん
で
い
る
人
が
自
ら
の
苦
し
み
の
意
味
を
受
け
止

め
て
い
く
た
め
の
必
要
な
助
け
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
医
療
関
係
者
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
広

く
社
会
一
般
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
旬
節
愛
の
献
金
（
四
旬
節
中
）

　

こ
の
「
愛
の
献
金
」
は
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を

通
し
て
海
外
諸
国
と
日
本
各
地
に
送
ら
れ
、
難
民
や

孤
児
、
そ
し
て
、
貧
困
、
失
業
、
飢
餓
な
ど
に
苦
し

む
多
く
の
人
々
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
ま
た
彼

ら
の
自
立
を
助
け
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

教区ホームページ

福音の
ひびき

2月の説教者

4 日　年間第 5主日
北村　雅彦
（聖心教会）

11日　年間第 6主日
シェンディ・カニシウス・クンダク

（敦賀教会）

18日　四旬節第 1主日
太田　実

（カトリック名古屋教区）

25日　四旬節第 2主日
アーノルド・プルム

（豊橋教会）

東
京
教
区
の
新
し
い
大
司

教
の
着
座
式
が
12
月
16
日
に

東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂
で
行
わ
れ
、
タ
ル
チ

シ
オ
菊
地
功
大
司
教
（
神
言

修
道
会
）
が
同
教
区
第
９
代

大
司
教
と
し
て
就
任
し
た
。

約
２
千
500
人
の
参
列
者
で

超
満
員
と
な
っ
た
聖
堂
に

は
、
菊
地
大
司
教
の
前
任
地

で
あ
る
新
潟
教
区
や
出
身
地

の
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
、
ま

た
神
学
生
と
し
て
、
あ
る
い

は
神
言
修
道
会
管
区
長
と
し

て
過
ご
し
た
名
古
屋
か
ら
も

信
者
ら
が
集
ま
っ
た
。
菊
地

大
司
教
は
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ

ン
の
責
任
司
教
で
も
あ
る
た

め
、
各
地
の
被
災
地
か
ら
も

関
係
者
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
た
。

ミ
サ
は
、
日
本
全
国
の
司

教
や
教
皇
大
使
、
韓
国
の
ヨ

ム
・
ス
ジ
ョ
ン
枢
機
卿
を
は

じ
め
、
ド
イ
ツ
（
ケ
ル
ン
教

区
）
や
韓
国
、
ガ
ー
ナ
の
司

教
、国
際
カ
リ
タ
ス
関
係
者
、

神
言
修
道
会
副
総
長
、
そ
し

て
約
150
人
の
司
祭
団
が
共
同

司
式
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
教
皇
に
よ
る
任

命
書
（
ラ
テ
ン
語
）
が
教
皇

大
使
ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ

ト
ゥ
大
司
教
に
よ
っ
て
読
み

上
げ
ら
れ
、
続
い
て
前
任
者

の
岡
田
武
夫
大
司
教
が
司
教

の
杖
（
バ
ク
ル
ス
）
を
菊
地

大
司
教
に
手
渡
し
、
菊
地
大

司
教
は
紋
章
が
掲
げ
ら
れ
た

椅
子
（
司
教
座
）に
「
着
座
」

し
て
、
東
京
教
区
大
司
教
と

し
て
正
式
に
就
任
し
た
。

菊
地
功
大
司
教
、

　

東
京
教
区
に
就
任

�

―
参
列
者
は
2500
人
―

	 ミサの終わりに会衆を祝福する菊地大司教

東日本大震災・福島原発事故

犠牲者追悼・復興祈願の日

～宗派を超えてつなぐ祈りの手～ 
カトリック・プロテスタント・仏教界

日　時　3月11日（日）13：30～15：30
場　所　カトリック布池教会大聖堂
　　　　名古屋市東区葵一丁目12-23
プログラム
　　13：30　南山大学スコラ・カントールム演奏
　　14：00　報告
　　　　　　�「福島県原発被災地の現状」
� 南原摩利（カリタス南相馬）
　　14：46　黙祷
　　14：47　宗派を超えて祈りのつどい
　　15：10～15：30　
　　　　　　南山大学スコラ・カントールム演奏
　　手話通訳・要約筆記あります。
問合せ・連絡先
　　�福信館気付　3・11実行委員会事務局・�
社会福音化推進部

　　☎052-935-7180　Fax�052-935-7195
主　催　カトリック名古屋教区

名古屋教区 
殉教者祭のお知らせ

日　時　2月3日（土）10：30～
　　　　・ロザリオの祈り
　　　　・名古屋教区殉教者顕彰ミサ
　　　　　〈司式〉
　　　　　アウグスチノ野村純一名誉司教
場　所　�栄國寺境内キリシタン顕彰碑前�

（名古屋市中区橘1-21-38）
交　通　�地下鉄名城線「東別院」駅下車�

4番出口北へ3分「下茶屋公園」交
差点を西へ4分

ご注意　��栄國寺には駐車場がありません。
公共交通機関をご利用下さい。

連　絡　・ロザリオをご持参下さい。
　　　　・�司祭、助祭の方は「赤」のストラ�

をご持参下さい。
　　　　・�式場へは顕彰碑の南側広場（道

路沿い）からお入り下さい。
　　　　・�顕彰碑、墓地が建立されている

区画へはお入りにならないよう
お願いします。

問合せ　�名古屋教区宣教司牧評議会�
事務局　☎052-936-8366

「
人
生
の
目
的
は

　
神
と
の
関
係
の
中
で
わ
か
る
」

新
成
人
を
祝
う
教
区
新
年
の
集
い

「
新
成
人
を
祝
う
教
区
新

年
の
集
い
」
が
１
月
21
日
、

カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教
会
大
聖

堂
で
開
か
れ
、
約
150
人
の
参

列
者
が
新
成
人
を
祝
っ
た
。

五
反
城
、
布
池
、
一
宮
、
み

こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
、
小
牧
の

各
教
会
か
ら
一
人
ず
つ
、
計

５
人
の
新
成
人
が
出
席
し
、

祝
福
を
受
け
た
。
ミ
サ
の
主

司
式
は
松
浦
悟
郎
司
教
、
野

村
純
一
名
誉
司
教
と
20
人
の

司
祭
が
共
同
司
式
、
３
人
の

助
祭
が
祭
壇
奉
仕
を
し
た
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
、
神

の
前
で
成
人
式
を
迎
え
る
意

味
に
つ
い
て
、
当
日
の
福
音

（
マ
ル
コ
１
・
14

－

20
）
に

触
れ
て
語
っ
た
。

「
神
様
は
、
命
が
宿
っ
た

瞬
間
か
ら
皆
さ
ん
の
名
前
を

呼
ん
で
、
ず
っ
と
一
緒
に
歩

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

弟
子
た
ち
も
心
の
奥
深
く
に

神
様
が
語
り
か
け
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
人
生
を
歩
む
う
ち
に
そ

れ
が
だ
ん
だ
ん
と
明
確
に

な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
イ

エ
ス
に
出
会
い
、呼
ば
れ
て
、

す
べ
て
を
捨
て
て
従
っ
た
。

自
分
の
人
生
の
意
味
が
変
わ

る
の
で
す
」

「
私
は
何
の
た
め
に
生
き

て
き
た
の
か
。
神
様
と
の
関

係
の
中
で
、
自
分
の
人
生
の

目
的
を
は
っ
き
り
と
確
認

し
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
日
常

の
中
で
イ
エ
ス
様
が
呼
び
か

け
ら
れ
る
道
を
選
び
、
歩
ん

で
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
新
成
人
に
新
た
な

選
び
を
呼
び
か
け
た
。

共
同
祈
願
後
、
司
教
は
新

成
人
一
人
一
人
に
按
手
で
祝

福
を
与
え
、
さ
ら
に
拝
領
祈

願
の
後
、
司
教
団
メ
ッ
セ
ー

ジ『
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
』

の
本
と
記
念
品
と
し
て
一
連

の
ロ
ザ
リ
オ
を
手
渡
し
た
。

ミ
サ
後
の
地
下
ホ
ー
ル
で

の
茶
話
会
で
は
、
前
回
と

前
々
回
に
新
成
人
と
し
て
祝

福
さ
れ
た
二
人
の
青
年
が
司

会
を
務
め
た
。
新
成
人
た
ち

は
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

え
て
、
将
来
の
夢
を
元
気
に

語
っ
て
い
た
。「
建
築
士
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
あ
る
女
性
が
答
え

た
と
き
に
は
、「
す
ご
い
！
」

の
声
が
会
場
か
ら
上
が
り
、

熱
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

青
年
た
ち
と
松
浦
司
教
の

ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
で
編
成
さ
れ

た
バ
ン
ド
「
Ａ
―
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
」（
ア・ギ
フ
タ
ー
ズ
）

が
演
奏
を
披
露
す
る
と
、
会

場
に
は
興
奮
が
沸
き
起
こ
っ

た
。
軽
快
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
Ａ
―
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
は
名
古

屋
教
区
の
５
県
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
歌
だ
が
、
松
浦
司
教

の
着
座
式
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
引
用
し
た
作
品
。
メ
ン

バ
ー
お
そ
ろ
い
の
パ
ー
カ
ー

に
は
、
５
県
の
形
を
ハ
ー
ト

に
表
し
た
イ
ラ
ス
ト
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
目
を
引
い
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
「
ア
ー
メ

ン
・
ハ
レ
ル
ヤ
」。
参
加
者

全
員
で
大
合
唱
し
て
し
め
く

く
っ
た
。

福者ユスト高山右近の記念日に 
ミサをささげましょう（2月3日）

　日本カトリック司教
協議会・列聖推進委員
会（委員長・大塚喜直
司教）は、「福者ユス
ト高山右近殉教者の列
福からまもなく1年。
2月3日は右近の記念
日と定められており、
ともにミサをささげま
しょう」と呼びかけて
います。

（カトリック中央協議会
HPより抜粋）

名古屋教区殉教者祭 
ユスト高山右近列福記念ミサ

日　時　2月3日（土）14：00～
場　所　カトリック金沢教会
　　　　金沢市広坂1-1-54　☎076-264-2536
司　式　ミカエル松浦悟郎司教
内　容　列福記念ミサ　松浦司教様を囲んで茶話会
主　催　カトリック名古屋教区
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

教
区
か
ら
出
て
く
る
様
々

な
活
動
企
画
に
対
し
て
、
信

徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で

協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
信
徒
協
は
こ
れ
ま
で
こ

の
求
め
に
対
し
て
、
自
発
的

に
自
ら
の
責
任
と
し
て
応
え

て
き
ま
し
た
が
、
44
年
間
の

歴
史
の
中
で
育
ん
で
来
た
小

教
区
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た

人
脈
こ
そ
、
良
く
も
悪
く
も

信
徒
協
の
実
体
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
脈
を
活
か
し

て
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く

こ
と
が
教
区
活
性
化
に
繋
が

り
ま
す
。
信
徒
協
は
な
く
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

意
識
に
対
し
て
も
、“
共
に

教
区
活
性
化
運
動
に
参
加
し

よ
う
”
と
、
呼
び
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

宣
司
評
総
会
が
無
く
な

り
、
宣
司
評
会
議
の
回
数
も

減
っ
た
現
在
、
委
員
総
会
を

始
め
と
す
る
信
徒
協
の
集
ま

り
は
、
名
古
屋
教
区
信
徒
に

と
っ
て
教
区
活
性
化
の
た
め

の
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
で

す
。
小
教
区
に
信
徒
協
委
員

最
低
１
名
を
選
出
し
て
頂

き
、
そ
の
人
た
ち
が
地
域
単

位
で
集
ま
り
、
地
域
で
は
ど

ん
な
運
動
が
で
き
る
か
を
話

し
合
い
ま
す
。
松
浦
司
教
様

は
「
宣
司
評
に
出
る
信
徒
協

の
代
表
は
信
徒
の
代
表
で
は

な
く
、
信
徒
使
徒
職
の
視
点

か
ら
発
言
す
る
こ
と
に
す
れ

ば
、
あ
と
は
今
の
ま
ま
で
構

わ
な
い
。
信
徒
協
は
動
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
動
け
ば

発
信
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
こ
と
。
教
区
行
事
の

よ
う
な
宣
司
評
に
相
応
し
い

活
動
は
宣
司
評
に
戻
し
て
、

信
徒
協
と
し
て
こ
れ
だ
け
は

し
た
い
と
思
う
活
動
を
宣
司

評
に
上
程
す
れ
ば
い
い
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
信
徒
協

は
、
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
場

で
生
き
て
い
く
私
た
ち
の
信

仰
を
、
互
い
に
分
か
ち
合
い

励
ま
し
合
う
事
が
で
き
る
よ

う
に
支
え
た
り
、
繋
い
だ
り

し
て
参
り
ま
す
。

懸
案
の
「
お
米
の
一
握
り

運
動
」
も
、
信
徒
協
と
し
て

教
区
全
体
の
運
動
と
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
運
動
を
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち

に
、
自
ら
の
一
つ
の
活
動
と

し
て
受
け
取
っ
て
頂
い
た
上

で
信
徒
協
と
繋
げ
て
い
き
ま

す
。
巡
礼
を
し
よ
う
と
い
う

運
動
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

支
援
し
教
区
内
に
知
ら
せ
繋

げ
て
い
く
。
つ
ま
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
心
に
信
徒
協
が

な
り
、
様
々
な
信
徒
運
動
の

支
援
活
動
の
輪
を
広
げ
て
、

名
古
屋
教
区
全
体
を
も
っ
と

生
き
生
き
と
活
性
化
す
る
の

で
す
。
使
徒
職
を
生
き
る
た

め
の
様
々
な
研
修
や
分
か
ち

合
い
な
ど
、
全
体
で
し
か
で

き
な
い
よ
う
な
企
画
は
、
中

央
で
企
画
立
案
を
し
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
で

き
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の

教
区
活
性
化
を
目
指
す
信
徒
使
徒
職
協
議
会

―
地
域
が
生
き
生
き
　
　
　 

　
　
　
し
て
く
る
よ
う
に
―

�

会
長
　
滑
川
正
雄
　

福者「205殉教者」「ペトロ岐部と187殉教者」 
「ユスト高山右近殉教者」列聖祈念募金のお願い

“日本の福者の列聖に向けて祈りましょう”

　70年に及ぶ悲願であったユスト高山右近殉教者の列福が2017年2月3日
に実現しました。
　日本の殉教者たちは、日本の教会に留まらず、世界の教会にとって信
仰の模範です。「205殉教者」「ペトロ岐部と187殉教者」「ユスト高山右近
殉教者」の列聖に向けて、列聖推進委員会は広範に活動を進めます。
　福者の列聖には、声望のあかしとして、奇跡の認定が必須条件です。
列聖に向けて祈りを深め、活動を広め高めるために、皆様のあたたかい
ご支援をお願い申し上げます。
　皆様からの献金は、つぎのように使われます。
　〇日本の福者の霊性の理解を深めるための企画。
　〇福者を紹介するメディア類の制作。
　〇当司教協議会が主催・後援する列聖祈念の諸行事。
　〇列聖に向けた列聖推進委員会の準備作業。
　〇列聖に向けた運動の盛り上げ。

日本カトリック司教協議会列聖推進委員会
　〒135-8585 東京都江東区潮見2-10-10
　☎03-5632-4445　Fax�03-5632-4465

■郵便局からの振込み
　口座記号番号　00120-1-451323
　加入者名　　　（宗）カトリック中央協議会列聖口
　小教区に配布済みの振込取扱票をご利用ください。

■銀行ATM、ネットバンキング等からの振込み
　ゆうちょ銀行○一九支店（当座）
　　　　　　　9900-019-0451323
　�お振込後、委員会事務局に住所と名前、電話番号をFAXでご連絡くだ
さい。

第30回愛知同宗連講演会のご案内

人権確立社会をめざす学習会
『部落差別解消推進法のこれから』

講　師　谷川雅彦部落差別・人権研究所所長
日　時　2月21日（水）14：00～16：00（開場13：30）
会　場　東別院会館ホール　☎052-331-9576　名古屋市中区橘二丁目8-45
　　　　地下鉄名城線「東別院」駅下車4番出口より西へ徒歩5分
　　　　市バス「東別院前」バス停降車西へ徒歩4分

2016年12月、部落差別が現在も存在すること、差別解消のための責任が国と地方公共
団体にあることを明記した画期的な法律「部落差別解消推進法」が成立、公布・施行
されました。罰則規定のない理念法ではありますが、大いなる前進と期待され、今後
いかに活用されるかが課題とされています。ぜひ、ともに学びましょう。

（同和問題にとりくむ愛知県宗教教団連絡協議会担当司祭・早川）

入場無料・要入場整理券
　※�参加希望者は、同宗連担当司祭早川（岡崎教会☎0564-51-1848／ Fax�0564-64-
1215）までご連絡ください。

2018年名古屋教区　司教叙階
司祭叙階　修道者・奉献生活者の金銀祝

野村純一司教　司教叙階25周年
日　時　3月21日（水・祝）14：00～17：00
場　所　カトリック布池司教座聖堂及び地下ホール
内　容　14：00金銀祝記念ミサ　16：00地下ホールで茶話会
会　費　無料
主　催　カトリック名古屋教区

金
山
駅
前
に
聖
な
る
歌
声

南
山
中
学
校
高
等
学
校�

女
子
部
の
聖
歌
隊
に
よ
る
恒

例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
が
12
月
24
日
、
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
の
夕
方
、
金
山
駅
前

ビ
ル
の
１
階
ス
ペ
ー
ス
に
て

開
催
さ
れ
、
家
路
を
急
ぐ

人
々
が
そ
の
清
ら
か
な
歌
声

に
足
を
止
め
た
。

総
勢
30
名
ほ
ど
の
聖
歌
隊

は
、
白
地
に
青
の
ラ
イ
ン
の

ロ
ー
ブ
姿
も
初
々
し
く
、「
ア

デ
ス
テ
」「
天
使
と
羊
飼
い
」

な
ど
の
日
本
語
や
英
語
の
ク

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
14
曲

を
、
道
行
く
人
々
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

披
露
し
た
。

12
才
か
ら
16
才
ま
で
の
少

女
た
ち
の
透
明
感
あ
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

迎
え
る
人
々
の
心
に
明
る
い

灯
火
を
と
も
し
た
に
違
い
な

い
。

�

（
守
山
教
会　

加
藤
小
幸
）

第31回　四旬節黙想会のお知らせ
～障害をもつ人々と共に～

　今回は多治見修道院研修センターの緑豊かな大自然の中で、神様の愛に抱かれ
ながら過ごします。
テーマ　「君たちは　どう生きるか」
指　導　片岡義博神父（富山地区担当助任司祭）
日　時　3月17日（土）12：00受付～　18日（日）15：15解散予定
会　場　多治見修道院研修センター　多治見市緑ヶ丘38
定　員　40名
参加費　9,000円（一泊3食付）　日帰り　3,000円（一食付き）
　　　　参加費は当日集金します。3月12日以降のキャンセルは実費をいただきます。
申込先　カトリック名古屋教区障害者連絡会
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15　社会福祉委員会
　　　　Fax�052-852-1422　ファクスまたは郵送のみ（電話申込みはできません）
締切り　2月28日（水）当日消印有効
　　　　詳細は配布済みの黙想会の案内をご覧ください。
連　絡　�黙想会の前にカトリック名古屋教区障害者連絡会の総会を開催します。

第47回名古屋教区典礼研修会
共同・共働

～司祭と信徒がともに築く典礼～
日　時　3月3日（土）10：00～16：00頃
　　　　（受付は9：30より）
　　　　15：00より閉会の感謝ミサ
場　所　南山教会マリア館
　　　　名古屋市昭和区南山町1
交　通　地下鉄鶴舞線いりなか駅下車徒歩7分
講　師　梅村昌弘司教
　　　　（日本カトリック典礼委員長）
参加費　500円（昼食、飲み物は各自持参）
申込み　�詳細は各教会に配布済みの申込用紙に記

入の上、ファクスで申込みください。
　　　　Fax�052-804-8878

終生誓願式及び 
助祭叙階式のお知らせ

　神言神学院では二人の有期誓願会員が終
生誓願と助祭叙階の恵みをうけるはこびと
なりましたので、ご案内いたします。
終生誓願式
日　時　3月9日（金）16：00～
場　所　神言神学院大聖堂
誓願者　サムエル荒田啓示
　　　　ヨセフ　グエン・タン・ヒ
助祭叙階式
日　時　3月17日（土）10：00～
場　所　神言神学院大聖堂
受階者　サムエル荒田啓示
　　　　ヨセフ　グエン・タン・ヒ

神言神学院院長　レジモン・ヴァルギース

グ
ル
ー
プ
に
お
任
せ
し
、
そ

れ
を
応
援
、
広
報
で
宣
伝
す

る
な
ど
、
地
域
が
生
き
生
き

し
て
来
る
よ
う
に
共
に
働
き

ま
す
。

例
え
ば
、
貧
困
の
子
供
た

ち
の
問
題
、
又
、
外
国
籍
の

子
供
た
ち
に
日
本
語
を
教
え

る
動
き
な
ど
を
広
く
知
ら

せ
、
支
援
す
る
。
教
区
の
動

き
に
合
わ
せ
て
、
色
々
出
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
独
自
の

活
動
を
模
索
す
る
の
で
す
。

全
小
教
区
に
共
通
す
る
問
題

と
し
て
は
、
教
会
に
来
ら
れ

な
い
お
年
寄
り
の
た
め
車
の

乗
り
合
わ
せ
の
運
動
、
若
い

人
た
ち
が
活
躍
で
き
る
役
割

の
提
供
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
や
職
場
で
の
信
仰
生
活
を

分
か
ち
合
う
運
動
、
信
徒
使

徒
職
の
相
互
養
成
講
座
の
実

施
、
教
会
維
持
費
に
関
し
て

信
徒
協
と
し
て
協
力
で
き
る

運
動
な
ど
、
教
区
が
よ
り
生

き
生
き
と
な
る
よ
う
に
、“
さ

あ　

私
た
ち
の
教
区
活
性
化

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
”
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

東日本大震災・災害支援金の報告
� 社会福祉委員会
　発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金を下記の通りご報告いた
します。暖かいご支援に心より感謝いたします !�!
� （振込手数料引去後の金額）

単�月�明�細 2011. 3. 17�発災から
2017. 12. 31までの合計摘　　　要 12/1～12/31

募金、ご寄付 収入合計 （※1） 242,178 28,740,435
ベース他支援 支出合計 0 27,827,821

支援金残高合計 912,614
（※1）12月度に支援金のご協力いただいた小教区（敬称略）
� 金沢、春日井
★名古屋教区は
　�「カリタス大船渡ベース・地ノ森いこいの家」とカリタス米川ベース、
NPO法人「障がい者自立センターかまいし」、カリタス南相馬（旧・
原町ベース）、カリタスジャパン（東日本大震災募金）の応援をし
ています。引き続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。

★�各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記の
HPに掲載されています。

　http://caritasjapan.jugem.jp
★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　�口座番号 00８８0－６－1６2８�
名義　カトリック名古屋教区社会福祉委員会�
　　 「東日本大震災・災害支援金」　と記入願います。

ご連絡・問合せ先
社会福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

「
み
ん
な
で
歌
お
う
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
と
合
唱
と
聖
歌

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
お

話
」
が
12
月
23
日
、
南
山
教

会
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
の
吉
田
文
さ
ん
を
中
心

に
数
年
前
か
ら
毎
年
企
画
さ

れ
、
こ
の
日
も
多
く
の
人
々

が
訪
れ
て
聖
堂
は
ほ
ぼ
満
席

と
な
っ
た
。

救
い
主
の
誕
生
の
様
子
を

知
ら
せ
る
ル
カ
福
音
書
が
全

体
を
通
し
て
朗
読
さ
れ
、
そ

れ
に
沿
っ
て
主
だ
っ
た
場
面

で
オ
ル
ガ
ン
、独
唱
、合
唱
、

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演
奏
が
あ
り
、
グ
レ

ゴ
リ
ア
聖
歌
な
ど
の
古

典
か
ら
近
代
曲
ま
で
の

幅
広
い
音
楽
で
、
イ
エ

ス
様
誕
生
の
様
子
を
形

作
っ
て
い
っ
た
。
ま
た

所
々
で
「
も
ろ
び
と
こ

ぞ
り
て
」
等
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ロ
ル
数
曲
を
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏

で
会
場
の
人
々
と
聖
歌

隊
が
共
に
歌
い
、
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
た
。
ま

た
、
平
和
の
君
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
と
共
に
、「
平
和
を
求

め
る
祈
り
」
を
全
員
で
唱
え

た
。最

後
に
は
オ
ル
ガ
ン
演
奏

に
続
き
、
全
員
で
「
し
ず
け

き
」
を
歌
う
と
、
そ
の
歌
声

は
聖
堂
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ

た
り
、
来
場
者
の
心
に
深
く

し
み
と
お
っ
た
。

会
場
で
集
め
ら
れ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
募
金
は
ホ
ス
ピ
ス

聖
霊
後
援
会「
ぶ
ど
う
の
会
」

に
全
額
贈
ら
れ
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演

者
は
、
聖
書
朗
読
＝
シ
ス

タ
ー
村
上
多
美
代
（
聖
霊
奉

侍
布
教
修
道
女
会
）、
独
唱

＝
シ
ス
タ
ー
伊
藤
晶
（
同
）、

オ
ル
ガ
ン
＝
吉
田
文
、
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌
＝
名
古
屋
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
う
会
、�

合

唱
＝
聖
霊
中
学
有
志
と
南
山

教
会
聖
歌
隊
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

＆
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
＝
名
古

屋
女
子
大
学
音
楽
第
４
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
皆
さ
ん
。

「青年のための聖書の学び」 
2月18日（日）

テーマ　�ルカ13章
　　　　『御主人様、開けてください。』
対　象　青年男女（18～32歳）
時　間　�午後2：00～7：50（高校生4：30まで）
　　　　1：30～�玄関を開けます
　　　　2：00～�聖書「学び」
　　　　3：00～「個人の祈り」
　　　　3：30～�分かち合い
　　　　4：00～4：30�おやつ
　　　　�4：30～5：30（生活の分かち合い、

個人の祈り霊的読書、散歩など）
　　　　共同体と共に祈りと食事をする
　　　　�（5：45～�御聖体礼拝、晩の祈り、

夕食）　食費：自由献金
　　　　7：45～�糾明　サルヴェ・レジナ　
　　　　終了
連絡先　☎052-782-5850
　　　　名古屋市千種区園山町1-56
　　　　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
担当者　シスター碇（いかり）政子

第
36
回
「
イ
ブ
・
マ
イ
青
春
２
０
１
７
」

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
生
徒
の
歌
声
で
大
い

に
盛
り
あ
が
る

南
山
大
学
付
属
小
学
校
聖
歌
隊

　
　

さ
わ
や
か
な
歌
声
響
か
せ
る
！

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
、
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
を

待
ち
望
み
、
大
聖
堂
に
ひ
び
く
聖
歌
と

オ
ル
ガ
ン
の
音
色
！

昨
年
の
平
和
旬
間
の
「
戦

争
と
平
和
関
連
の
施
設
を
訪

ね
て
、
そ
の
見
学
の
成
果
を

報
告
す
る
」
と
い
う
名
古
屋

教
区
の
企
画
の
一
つ
に
原
発

の
視
察
が
あ
り
、
７
月
、
小

学
生
１
人
を
含
む
26
人
が
福

井
県
高
浜
原
発
を
訪
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
８
月
６
日
の

平
和
の
集
い
に
報
告
し
た

後
、
参
加
者
か
ら
原
発
問
題

を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
い

う
声
が
あ
り
、
そ
の
学
習
会

を
２
カ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
２

０
１
８
年
か
ら
は
偶
数
月
の

第
２
土
曜
日
を
定
例
日
と
し

（
都
合
で
変
更
・
中
止
の
場

合
も
あ
り
）、
会
の
名
称
は
、

「
次
世
代
を
考
え
る
会
」
と

な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
動
機

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
者
か
ら
次
の
よ
う
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
こ
の
会
に
参
加
す
る
こ

と
で
知
識
を
広
げ
、
意
見
交

換
で
き
る
場
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
運
動
が

広
が
り
、
今
の
生
活
を
保
つ

に
は
原
発
が
必
要
だ
、
と
い

う
社
会
通
念
を
変
え
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め

る
こ
と
で
、
も
は
や
世
界
的

流
れ
で
あ
る
脱
原
発
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
安
心
し

て
過
ご
せ
る
、
希
望
の
持
て

る
社
会
に
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
」

「
神
の
領
域
を
超
え
て
し

ま
っ
た
原
発
。
司
教
団
が
出

さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
今

一
度
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」

「
福
島
で
は
甲
状
腺
に
異

常
が
見
ら
れ
る
子
た
ち
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状

に
、
お
母
さ
ん
方
は
危
機
感

を
持
っ
て
ほ
し
い
」

「
ま
ず
や
知
る
こ
と
。
一

度
で
も
良
い
で
す
か
ら
、
こ

の
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で

す
。
ご
一
緒
に
、
原
発
の
こ

と
に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ

う
！
」

�（
布
池
教
会　

三
本
木
國
喜
）

第
２
回
目
は
２
月
10
日
に

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
教
区

ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ジ
４
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

2018年「四旬節愛の献金」のお願い
　今年は2月14日の「灰の水曜日」から四旬節を迎えます。四
旬節は、まさしく御父のいつくしみを多くの人に具体的に示
す時です。わたしたちは御父のいつくしみに生き、具体的に
生きるようにと派遣されています。四旬節の献金は犠牲とし
てささげる心をもって行う愛の業にほかなりません。この40
日の間、犠牲の心を持って献金にご協力くださり、教会の愛
の業にともに参加してくださいますようお願いいたします。

　カリタスジャパンでは、世界で起こる自然災害、紛争によっ
て傷ついた人たちへの緊急災害支援にとどまらず、「いのち」
を守るための活動や、少数民族のこどもたちの教育支援、そ
して女性の自立支援など、時間をかけて取り組まなくてはな
らない課題のために活用されています。カリタスジャパンの
こうした国内外の支援は、皆様の募金によって支えられてい
ますが、大半はこの四旬節献金によっています。

　名古屋教区でも信徒の皆様に、祈りと四旬節の愛の業とし
ての献金をお願いし、国内外で様々な困難を抱えて暮らして
いる人たちへの連帯と信頼を、ささやかな形にしていきたい
と心から願っています。近日中に社会福祉委員会から案内を
させていただきますので、ご協力を宜しくお願いいたします。
なお献金は名古屋教区本部事務局を経由しカリタスジャパン
へ振り込まれます。

問合せ先　名古屋教区社会福祉委員会
　　　　　☎052-852-1426　　Fax 052-841-2225

久
屋
大
通
公
園
の
久
屋
広

場
で
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
（
待
降

節
）「
名
古
屋
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
７
」
が

聖
霊
中
学
・
高
等
学
校
の

生
徒
約
600
人
の
歌
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
に
よ
る「
イ
ブ・

マ
イ
青
春
２
０
１
７
」
が
12

月
24
日
、
栄
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
も
ち
の
木
広
場
で
開

催
さ
れ
た
。今
年
で
36
回
目
。

開
会
で
司
会
者
が
「
今
宵

が
楽
し
い
イ
ブ
と
な
り
ま
す

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
場
は
身
動
き
で
き
な
い

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
家
族
連
れ

や
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
、「
き
よ
し
こ
の
夜
」や「
ひ

い
ら
ぎ
飾
ろ
う
」な
ど
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
で
大
い
に

盛
り
あ
が
っ
た
。

ま
た
以
前
、
南
山
大
学
で

教
授
を
務
め
た
作
曲
家
の
山

本
直
忠
さ
ん
の
「
平
和
の
た

め
の
祈
り
」
も
朗
読
さ
れ

た
。
16
曲
目
の
演
奏
途
中
か

ら
、
雪
な
ら
ぬ
大
粒
の
雨
が

降
り
だ
し
生
徒
ら
は
涙
ぐ
み

な
が
ら
一
時
控
室
に
戻
っ
た

が
、
雨
は
止
む
こ
と
な
く
降

り
続
い
た
た
め
演
奏
会
は
中

止
と
な
っ
た
。
し
か
し
高
等

学
校
の
生
徒
約
25
人
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
員
の
一
部
が
雨

の
中
、
再
び
ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
、
期
待
さ
れ
て
い
た
「
ア

レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」
を
歌
い

会
場
か
ら
温
か
い
声
援
と
拍

手
が
お
く
ら
れ
た
。

な
お
、
名
古
屋
市
の
「
栄

地
区
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
推
進
に
基
づ
い
て
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
な
ど
大

き
く
整
備
す
る
計
画
が
あ

り
、
こ
の
改
修
工
事
の
工
程

に
よ
り
、
来
年
２
０
１
８
年

と
２
０
１
９
年
の
２
年
間
、

「Eve,�M
y�

青
春
！
」
は
36

年
間
歌
い
続
け
て
き
た
誕
生

の
地
を
離
れ
て
の
実
施
と
な

る
予
定
。

開
か
れ
て
い
る
特
設
会
場
で

12
月
24
日
、
南
山
大
学
付
属

小
学
校
聖
歌
隊
45
人
が
ク
リ

ス
マ
ス
の
歌
を
披
露
し
た
。

鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
「
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
」
や
「
赤
い
鼻

の
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
」
の
歌
な

ど
7
曲
を
歌
い
あ
げ
、
生
徒

た
ち
の
清
ら
か
な
歌
声
が
ス

テ
ー
ジ
か
ら
響
き
わ
た
っ

た
。
詰
め
か
け
た
家
族
連
れ

や
多
く
の
聴
衆
者
か
ら
一
曲

ご
と
に
盛
大
な
温
か
い
拍
手

が
お
く
ら
れ
た
。
30
分
間
の

短
い
演
奏
で
あ
っ
た
が
、
聖

歌
隊
の
生
徒
た
ち
は
元
気
よ

く
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
っ
た
。

12月の勉強会では中嶌哲演さんの
講演が収められている、このテキ
ストを用いて話し合いをいたしま
した。

キリストの降誕を祝うため

各地にひびきわたる歌声

「
次
世
代
を
考
え
る
会
」の 

　
勉
強
会
を
は
じ
め
ま
し
た

�

―
原
発
を
知
る
こ
と
か
ら
―
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

2
月
の
教
会
暦

２
日
㈮�
主
の
奉
献
（
祝
）

３
日
㈯�

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者

（
記
）

４
日
㈰�

年
間
第
５
主
日

５
日
㈪�

日
本
26
聖
人
殉
教
者
（
祝
）

６
日
㈫�

聖
ア
ガ
タ
お
と
め
殉
教
者（
記
）

10
日
㈯�

聖
ス
コ
ラ
ス
チ
カ
お
と
め（
記
）

11
日
㈰
㈷
年
間
第
６
主
日

	

世
界
病
者
の
日

14
日
㈬�

灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）　

四
旬
節
愛
の
献
金（
四
旬
節
中
）

18
日
㈰�

四
旬
節
第
１
主
日

22
日
㈭�

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
（
祝
）

25
日
㈰�

四
旬
節
第
２
主
日

3
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

２
日
㈮�

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日

�

世
界
祈
祷
日

４
日
㈰�

四
旬
節
第
３
主
日

11
日
㈰�

四
旬
節
第
４
主
日

18
日
㈰�

四
旬
節
第
５
主
日

19
日
㈪�

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

25
日
㈰�

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

�

世
界
青
年
の
日

29
日
㈭�

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
さ
ん
）

30
日
㈮�

聖
金
曜
日（
主
の
受
難
）（
大
斎・

小
斎
）

�

聖
地
の
た
め
の
献
金

31
日
㈯�

聖
土
曜
日

教
区
行
事
予
定

2
月

１
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊

３
日
㈯�

殉
教
者
祭（
栄
國
寺
）、金
沢（
高

山
右
近
）
＊

４
日
㈰�

聖
心
教
会
・
岡
崎
教
会
堅
信

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

式
＊
／
宣
教
司
牧
評
議
会
＊

７
日
㈬�

司
祭
評
議
会
＊
／
社
会
福
祉
委

員
会

10
日
㈯�

青
年
委
Ｎ
Ｗ
Ｍ
in
北
陸
（
～
11

日
）
＊
／
信
徒
協
理
事
会

11
日
㈰
㈷
教
区
中
高
生
会

13
日
㈫�

樹
の
会

15
日
㈭�

月
集
＊

17
日
㈯�

正
義
と
平
和
学
習
会
／
共
助
連

絡
会
／
レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

18
日
㈰�

南
山
教
会
堅
信
式
＊
／
愛
岐
Ｂ

会
議

20
日
㈫�
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会
／

カ
ナ
の
会
委
員
会

24
日
㈯�
典
礼
委
員
会

25
日
㈰�

春
日
井
教
会
堅
信
式
＊

3
月

３
日
㈯�

典
礼
委
員
会
研
修
会
／
濃
尾
Ｂ

会
議

４
日
㈰�

高
蔵
寺
教
会
堅
信
式
＊
／
教
会

学
校
教
師
会
＊

５
日
㈪�

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
研
修

会

10
日
㈯�

信
徒
協
理
事
会

11
日
㈰�

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
の
日
＊
／
三
河
B
会

議
／
教
区
中
高
生
会

13
日
㈫�

樹
の
会

17
日
㈯�

教
区
障
害
者
の
黙
想
会
（
～
18

日
）

18
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
城
東
Ｂ
会
議
／

城
南
Ｂ
会
議

20
日
㈫�

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

21
日
㈬
㈷
名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
司
教
・
司
祭
・
修
道

者
金
銀
祝
の
祝
い
＊

24
日
㈯�

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
委
員
会
・「
祈
り
と
償
い
の

日
」
の
集
い

26
日
㈪�

教
区
中
高
生
会
春
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
～
28
日
）
＊

28
日
㈬�

聖
香
油
ミ
サ
＊
／
教
区
顧
問

会
＊
／
司
祭
・
助
祭
の
集
い

31
日
㈯�

教
区
法
人
評
議
会
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

2
月

８
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

12
日
㈪�

那
覇
教
区
司
教
叙
階
式

17
日
㈯�

神
言
会
・
聖
霊
会
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
勉

強
会
シ
リ
ー
ズ

19
日
㈪
～
23
日
㈮　

司
教
総
会

3
月

８
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

10
日
㈯�

「
祈
り
と
償
い
の
日
」集
い
（
長

崎
）

20
日
㈫�

南
山
学
園
評
議
員
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
2
月
の
炊
き
出
し
　
木
１
日
東
山
、

８
日
布
池
、
15
日
聖
霊･

樹
の
会･

南
山
、

22
日
城
北
橋　

金
２
日
喜
望
の
会
、
９

日
Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方
町
、
16
日
布
池
、
23
日

南
山訃�

報 

ヨ
ア
キ
ム
山
本
勇い

さ
お郎

修
道
士
（
神
言
修
道

会
）　

１
月

16
日
、
回
盲

が
ん
の
た
め

聖
霊
病
院
で

帰
天
。88
歳
。

１
９
２
９
年
11
月
25
日
富
山
県
生
ま
れ
。

55
年
３
月
初
誓
願
。
61
年
３
月
19
日
終
生

誓
願
。
60
年
９
月
南
山
学
園
着
任
。
85
～

96
年
、
同
学
園
事
務
局
長
。

(振)

～ 信仰講座のご案内 ～
テーマ　「実りある四旬節を過ごし、復活の喜びを味わうために」
講座日　2月7日（水）　　時　間　10：00～11：30
場　所　聖パウロ書院　1階ホール
参加費　6,000円（4回の講座分です）
　「イエス・キリストが死と復活をもって、私達に永遠の命を与えて下
さった」この重要なことがらを講師を招いて4回の講座で学びます。
問合せ／申込み
　　　　聖パウロ書院　〒461-0004 愛知県名古屋市東区葵1-13-2
　　　　☎052-936-4443　Fax�052-799-4461
　　　　e-mail：nagoya-shoin@pauline.or.jp

聖週間を生きる
毎日の黙想： 
受難と復活節の人物とともに

864円（税込）
レナト・フィリピーニ著

　イエスの愛弟子ヨハネ、マグダラのマリア、ペトロ…。
さまざまな状況の中で、聖週間の
典礼にあずかれない人のために考
えられた、受難の主日から復活節
までの福音の朗読箇所と黙想への
導きをひとつにした祈りの手引書
です。毎日、受難物語の各場面
を読みながら自分もその場面にい
るような経験が出来るはずです。�
（序文より）

【2/10発売】 
キリスト教とは何か⑩

どん底こそ希望の起点
1,296円（税込）

　キリスト教二千年の歴史におけ
る反省と謝罪──。退潮ムードに
覆われている教会が、今日直面し
ている課題は何か。「価値あるも
のは、ただ愛だけ」との言葉の重
みが問いかけるものは何か。
　粕谷甲一講和集　第十巻。

聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）からお知らせ

「ロザリオの祈り」
第2日曜日14：00～（40分程度）　2月11日（日・祝）・3月休み

「読書会」
第3土曜日14：00～15：30
『パウロの福音』を用います。 2月17日（土）・ 3月17日（土）

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約71.8％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

577件�28‚713‚675円
（12月末）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

主にささげる24時間～聖体礼拝
　2017年10月より主税町記念聖堂で月に2回、聖体礼拝が行われていま
す。また開始時と終了時にはミサが行われます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4  木曜日�19：00�～�金曜日�19：00
場　所　主

ちから

税町
まち

記念聖堂
主　催　カトリック名古屋教区　　責任者　平田政信神父
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
　　　　平田政信神父の携帯電話　090-1623-1170

第13回　ホスピス聖霊講演会
日　時　2月24日（土）13：00開場　13：30～15：10講演
会　場　聖霊病院2階聖霊ホール
テーマ　「今を生きるコツ」―より良く生きるために―
講　師　�沼野尚子氏（宝塚市立病院 緩和ケア病院チャ

プレン・カウンセラー）
対　象　一般
定　員　160名（定員になり次第、締め切らせて頂きます）
　　　　入場無料ですがホスピス聖霊のためにご寄付を…
申込み　往復はがき、またはEメールで
締切り　2月16日（金）必着
問合せ　〒466-8633 名古屋市昭和区川名山町56
　　　　�聖霊病院　カトリック社会事業室　ホスピス

聖霊講演会係
　　　　☎052-832-1181（内線3316）
　　　　Ｅメール　katosha@seirei-hospital.org
主　催　聖霊病院ホスピス聖霊推進委員会
後　援　ホスピス聖霊後援会（ぶどうの会）

ラビリンスメディテーションへの 
おさそい

日　程 テーマ
7 2 月24日（土） 「これはわたしの愛する子」

時　間　毎回13：30～16：30
場　所　聖霊ミッションセンター（旧八事聖霊幼稚園）
　　　　名古屋市昭和区八事本町1
参加費　200円　　問合せ　☎052-832-0434

『あとから来る者のために』
原発研修会

　どなたでも、お気軽にご参加ください。

日　時　2月10日（土）13：30～15：00

場　所　カトリック布池教会信徒会館

　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23

参加費　200円（資料代他）

主　催　次世代を考える会

問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

2017年度名古屋教区　神言会・聖霊会 JPIC 勉強会シリーズ
「移民・移住者の司牧について」（全4回）

第 4回　2月17日（土）　「これからの移民・移住者の司牧について」
　　　　講演者：松浦悟郎司教（名古屋教区司教）

時　間　13：30～15：30
場　所　カトリック布池教会地下ホール　名古屋市東区葵町1丁目12-23
　　　　地下鉄東山線 �新栄町駅2番出口 �北東へ徒歩5分
問合せ　カトリック安城教会主任司祭 アントニー神父　☎0566-98-7766
　　　　八事聖霊修道院　☎052-832-0434（Sr. 武田）
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会�／�名古屋教区正義と平和委員会

女子パウロ会
新刊案内

四旬節に
おすすめ！


